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 小さな子どもは、次のようなけがをしやすい

特性があります。 

・頭が重く、体のバランスが悪い 

・夢中になると周囲に注意が及ばなくなる 

・危険なことを予測できない 

 一方で、子どもの運動神経の発達は12歳頃

までに完了するとも言われており、小さな頃

から体を動かすことは、その後の成長に欠か

せません。園でも、外遊びなどで体を動かす

機会をたくさん作っていきたいと思います。

体を動かしやすい服装で登園する、サイズの

合った靴（足の大きさより5mm〜1cm 余裕があ

る）をはかせるなどのご協力をお願いします。 

健康のためには、小さなころから生活リズムを整える

ことが大切です。生活リズムを整えるポイントはいくつ

かありますが、特に大事なのは「朝の生活改善」です。

朝起こす時間からチェックしてみましょう。 


